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ＳＣＯＳＴＥＰ次期国際共同観測計画ＣＡＷＳＥＳ（２００４－２００８）の概
略について

Introduction to the planned new SCOSTEP Program CAWSES for 2004-2008
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ＳＣＯＳＴＥＰは、現在実施されている領域毎の研究計画ＩＳＣＳ，Ｓ－ＲＡＭＰ、ＰＳＭＯＳ、ＥＰＩＣ計
画の後に、太陽地球系の中で生起している様々な現象の変動のタイムスケールを指標として、比較的短い時間変
動現象（Ｓｐａｃｅ　Ｗｅａｔｈｅｒ）と長い時間変動（Ｓｐａｃｅ　Ｃｌｉｍａｔｅ）の研究を通して、太陽
地球系全体の物理をより良く理解することを目的とした”ＣＡＷＳＥＳ”（Ｃｌｉｍａｔｅ　ａｎｄ　Ｗｅａｔｈ
ｅｒ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｓｕｎ－Ｅａｒｔｈ　Ｓｙｓｔｅｍ）、を計画している。この計画では研究で得られた成果
や知見の社会への応用と教育への貢献も重要な目的として位置付けられている。国際的状況としては２００１年
６月のＳＣＯＳＴＥＰ理事会と総会でＣＡＷＳＥＳ計画が承認され、７月にはＩＣＳＵから了承を得た。計画は：
１）現在実施中の計画グループの再構成と新プロジェクト立ち上げ期間を考慮して２００３年をｐｒｅ－ＣＡＷ
ＳＥＳ（計画立案期間）として、２００４ー２００８年を本格的実施期間とする。２００２年内に運営組織と主
な研究課題・実施計画を決める。２）ＣＡＷＳＥＳ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　Ｓｔｅｅｒｉｎｇ　Ｇｒｏｕｐを立ち上
げて、本年夏までに実施原案を作成する。３）研究対象が１１年周期の太陽活動に強く関係しているので、２０
０９年以降にＣＡＷＳＥＳ－ＩＩを継続することを目指す、ということになっている。国内の進捗状況としては、
現在、学術会議のＳＣＯＳＴＥＰ専門委員会とＳＴＰＰ専門委員会が協力して太陽と太陽風、太陽風ー磁気圏ー
電離圏、磁気圏ー電離圏ー熱圏、電離圏ー熱圏ー大気圏、プラズマ物理学、惑星外圏科学、古環境学のＷＧを立
ち上げ計画案の検討を始めているが、立案の段階から関連する多くの研究者、研究機関が十分計画を理解し、積
極的に参加することが、計画を成功させ、十分意義あるものとするために必須である。
　本講演では、引き続き行われる講演のイントロダクションとして、本ＣＡＷＳＥＳ計画の目指す科学的な目

的の概要、国際国内両方における取り組みの現状と今後の方向性について述べる。


